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Abstract：In disasters such as hydraulic bore, earthquakes and fire, the oral structure including 
the dental prostheses can provide identifying information. Over the years, many different personal 
identification system of dental prostheses have been reported. This present study analyzes the 
published literature offering the description of the personal identiﬁcation system of dental prostheses. 
Two databases, “PubMed” and “Japana Centra Revuo Medicina” were searched to retrieve research 
papers referred to the personal identiﬁcation system of dental prostheses. Twenty four papers were 
selected from the database with the criteria, and they were reviewed. 
　This literature search showed that the personal identiﬁcations in three kinds of dental prostheses: 
removable denture, crown and implant were reported; and more papers on removable dentures were 
extracted compared to the crown and implant, however there is no high quality paper indicating that 
the structured methods for personal identiﬁcation of dental prostheses is effective. 
　A new method and common write format for personal identiﬁcation are required to improve the 
present problems, and our systems using ﬂuorescent material and ultraviolet light and femtosecond 
pulse laser-oriented recording system would be effective.
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総 説
Ⅰ　緒　　言
　東日本大震災をはじめとする大規模災害においては，
遺体の損傷が激しく，所持品や着衣，指紋での身元確認
が困難な場合がある。その際には，歯科的所見が有力で
確実な役割を果たす。歯科的所見による身元確認法とし
て，生前の歯科カルテの記載内容やデンタルチャートと
の照合，エックス線検査を用いた口腔内の確認といった
方法が用いられてきた 1-3）。しかし，大規模災害による
生前の歯科カルテの紛失や遺体の損傷により歯科的所見
の照合作業は困難な場合が多く，またその作業に対する
歯科医師の肉体的，精神的な負担が大きいことも問題で
ある。
　そこで有床義歯やクラウンといった補綴装置へ情報を
書き込み，個人識別に利用する方法は歯科法医学的な観
点から求められる。補綴装置から簡単に個人情報を読み
取ることのできるシステムを開発できれば，飛行機事故
のような閉鎖型の災害や自然災害のような開放型の災害
に対しても個人識別の観点から有効である。
　また近年，医療の安全に対する関心が高まってきたこ
とに伴い，治療器材と同じように補綴装置に対してもト
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レーサビリティーが求められている 4）。誰がいつその補
綴装置を作り，誰にいつ装着したかというような情報は
安全で安心な歯科医療を確立するためには必要であり，
このトレーサビリティーという観点からも補綴装置への
情報書き込みは重要である。
　本研究では歯科法医学的な観点とトレーサビリティー
という観点から，有床義歯，クラウンといった補綴装置
による個人認証システム，情報書き込み方法に関する過
去の報告を整理し，我々が考案した方法も含めて文献的
に考察した。
Ⅱ　方　　法
　補綴装置による個人認証システム，情報書き込み方
法について論文を検索した。文献検索に使用するデー
タベースとして，英語論文は PubMed，日本語論文は医
学中央雑誌を用いた。PubMedにおける検索は “forensic 
dentistry”， “personal identiﬁcation”， “dental prosthesis”の３ 
つのキーワードで，“forensic dentistry” [MeSH Terms] AND 
（“personal identiﬁcation” [All Fields] OR “dental prosthesis” 
[MeSH Terms]）の検索式を用いて検索を行った。医学中
央雑誌における検索は “歯科法医学”，“歯科補綴”，“個
人識別” の３つのキーワードで，（歯科法医学／ TH or 
歯科法医学／ AL） and （（歯科補綴／ TH or 歯科補綴／
AL） or （個人識別／ TH or 個人識別／ AL））の検索式を
用いて検索を行った。抽出された論文のタイトル，要約
及び本文全体を精査し対象となる文献を選択した。検索
は事前に文献検索基準を確認しあった２名の検者が個々
に行い，同じ文献が検索されることを確認した。またハ
ンドサーチによる検索も行い，包含基準に合致したもの
は採用した。包含基準としては，補綴装置による個人認
証システム，情報書き込み方法が記載されている原著論
文で，本文での記載に加えて図や写真でシステムや方法
の概要が明確に記載されているものとした。歯科法医学
に関する研究報告ではシステムや技術の開発に加えて，
実際現場で用いた識別方法や事例報告も重要な役割を果
たすため，原著論文に加えて症例報告も採用した。本研
究で採択した補綴装置の種類は，有床義歯，クラウン，
口腔インプラントとし，歯冠修復に用いるコンポジット
レジンに関するものは除外した。
Ⅲ　結　　果
１．検索結果
　Pub Medを検索した結果，2014年７月時点で，259報
の論文が得られた。そのうち，本研究の目的と合致して
いるものは21報であった。また，医学中央雑誌を検索
した結果，34報の論文が得られ，そのうち本研究の目
的と合致しているものは３報であった。これらの論文の
中で，有床義歯を対象にした報告が14報，クラウンを
対象にした報告が７報，口腔インプラントを対象にした
報告が３報であった。
２．各種個人認証システム，情報書き込み方法について
１）有床義歯
　有床義歯に関する文献検索の結果を表１に示す。有床
義歯を対象にした報告14報 5-18）において，1960年代の
報告が３報，1970年代が２報，1980年代が３報，1990
年代の報告がなく，2000年代が６報であった。その報
告の多くが患者名や患者番号を刻印したものを義歯に埋
め込むという方法であった。患者名や患者番号を金属
板に刻印し義歯に埋め込む報告が４報と最も多く，レ
ジンプレートが２報，アクリルシート，X線フィルム
がそれぞれ１報であった。そのほかに，Richmondらは
患者情報を含む Radio-Frequency Identiﬁcation Tagと呼
ばれるいわゆる ICチップを義歯に埋め込み，専用のス
キャナーで読み込ませるという方法を報告していた 14）。
Colvenkarは見る角度によって見え方が変わるレンティ
キュラーカードに患者情報を記載し義歯に埋め込む方法
を報告していた 16）。2000年代では患者情報が含まれた
バーコードや QRコードを義歯に刻印あるいは埋め込む
方法が３報報告されていた。義歯に埋め込む方法以外に
は，義歯の粘膜面にフェルトペンで患者情報を記載する
方法が１報報告されていた。
２）クラウン
　クラウンに関する文献検索の結果を表２に示す。クラ
ウンを対象にした報告７報 19-25）において，1990年代の
報告は３報，2000年代が４報であり，金属冠を対象に
したものが２報，陶材を対象にしたものが５報であっ
た。金属冠を対象にしたものはすべてレーザーにより患
者名や患者番号を刻印する方法であった。陶材を対象に
したものに関して，葭田らは陶歯にはそれぞれ異なる蛍
光性があることに着目し，蛍光検査による発行の違いか
ら陶歯の種類と個人識別をする方法を報告している 20）。
陶材の成分分析に関して，鈴木らや網干らは X線マイ
クロアナライザーを用いて陶材の成分，会社名，製品
名を同定し，個人識別をする方法を報告している 19, 23）。
Ferrariは陶歯に対するステイニングにより患者番号を記
入する方法を報告している 21）。
３）口腔インプラント
　口腔インプラントに関する文献検索の結果を表３に
示す。口腔インプラントを対象にした報告３報 26-28）は
すべて2000年代に報告されたものであった。患者に埋
入したインプラント体の検索システムの紹介が２報 26, 27）
であり，インプラント体内面にシリアルナンバーを記入
するシステムの開発が１報 28）であった。
Ⅳ　考　　察
１．個人識別における歯科的所見，補綴装置の役割につ
いて
　大規模災害時における個人識別，身元確認方法には形
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表１　有床義歯による個人認証システム，情報書き込み方法
表２　クラウンによる個人認証システム，情報書き込み方法
表３　口腔インプラントによる個人認証システム，情報書き込み方法
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態による識別と遺伝形質による識別がある。形態による
識別とは性別や年齢，指紋，顔の特徴や所持品といっ
たものから識別することであり，歯科的所見もここに
属する 29）。遺伝形質による識別は血液型や DNA型から
識別することである 30）。これらのうち，指紋，歯科的所
見，DNA型はエビデンスに基づいた科学的根拠のある
方法とされている 31）。なかでも歯科的所見は，遺体の発
見が遅れ腐敗していたり，白骨化した状態でも身元の確
認に至った例があるとして，古くから遺体の個人識別に
用いられてきた 32-35）。歯科的所見には，歯列，齲蝕，歯
根の形態や欠損様式などが含まれ 36），個人識別において
有力な根拠として花岡らは，歯科的所見の “固有性” と
“安定性” を挙げている 37）。固有性とは，歯科処置が行
われた口腔内の状態は多様性に富んでおり，同一所見を
有する人の割合は極めて低いという性質に基づいてい
る 37）。安定性とは，歯は人体の中でも硬く，物理的，化
学的変化にも強いという性質に基づいている 37）。この固
有性と安定性は，本研究で検討した補綴装置にも当ては
まる。安定性に関しては，固定性と可撤性のもので違い
があり，とくに火災事故などにおける遺体の個人識別の
際には，有床義歯に代表される可撤性補綴装置は消失し
ている場合がある。この補綴装置の耐火性，耐溶剤性の
違いを検討した報告もある 38-40）。MacEnteeらは金属箔
とレジンプレートに患者番号をタイピングし，レジン
プレートは475℃で文字の識別が不可能であったが，金
属箔は1000℃まで識別可能であったと報告している 38）。
しかし大規模災害では，遺体が焼死体となっているとは
限らず，より簡便に個人識別を行えるという利点を考慮
すると，有床義歯に対する情報書き込みは有効な方法で
あると思われる。また，有床義歯に対する情報書き込み
は，医療，介護の現場でも所有者特定の有力な方法であ
る。特別養護老人ホームや老人福祉施設においては，義
歯の所有者がしばしば不明になることも多い。下山ら
は施設の介護職員，看護職員67名を対象に調査した所，
義歯の所有者を探すのに困った経験を持つ職員の割合は
89％と多くの職員が経験していたと報告している 41）。こ
ういった場合を想定し，有床義歯に情報を書き込むこと
は有意義ではあるが，誰もがわかるように名前等を書き
込むことは，患者にとって抵抗感が強く，書き込む情報
量も限られる。また，口腔内での使用が認可されていな
い材料を用いなければならない場合があり，今後はこう
いった問題を改善するような刻印システムが求められ
る。
２．本研究結果について
　補綴装置による個人認証システム，情報書き込み方法
に関して，このように系統的に論文検索を試みると，そ
の効果を検証した質の高い論文は認められなかった。報
告数に関しては，有床義歯での報告が最も多く，口腔イ
ンプラントでの報告が最も少なかった。また，有床義歯
は1960年代からその報告がなされてきたが，クラウン
では1990年代，口腔インプラントでは2000年代からの
報告であり，補綴装置の中でも有床義歯による個人認証
システムは古くからその有効性が検討されていたものと
考えられる。
　有床義歯による個人認証システム，情報書き込み方法
に関して，金属板に情報をタイピングし義歯に埋め込む
方法が最も多く報告されている。これらの報告はすべて
1980年までのものであったが，これは上述の口腔内で
の安定性を考慮した結果であると考えられる。しかし，
床用レジンの物性やタイピング技術の向上により，1980
年代後半からレジン板を義歯に埋め込む方法が報告され
るようになったと考えられる。補綴装置に対する情報書
き込み法の欠点として，書き込む情報量が制限される点
が挙げられる。2012年に QRコードにより多量の情報
量を書き込む方法が考案されたが，すべての材料が口腔
内での使用が認可されているとは考えられず，この点を
考慮した方法が望まれる。そこで，我々は，歯科用蛍光
材含有のクリア色のハイブリッドレジンを用いて義歯床
研磨面に情報を書き込む方法を考案した 18）。これは自然
光下では視認することはできないが，ブラックライトを
照射することにより，画像の情報が識別可能となる（図
１）。使用するハイブリッドレジン（HR，グラディア，
GC）は歯科材料ですでに使われているものである。施
設での患者にとって抵抗感が少なく，身元確認時のみ個
人認証が可能な方法と考えられる。また，レーザー加工
機を用いて QRコードを彫刻し，氏名や住所といった患
者の情報や使用材料，装着した歯科医院，製作した歯科
技工所といった補綴装置に関する多量の情報を書き込む
ことも可能である。徳島大学病院臨床研究倫理審査委員
会の承認（承認番号：1310号）を受けて実際の患者の
義歯に応用している。本手法の今後の課題は，刻印した
部位の長期的な変化，口腔内での安定性の検討であると
考えられる。
　クラウンによる個人認証システム，情報書き込み方法
に関して，1990年代は陶材を対象としたもの，2000年
代では金属冠を対象にしたものが報告されている。金属
冠に対するものはすべてレーザーにより刻印する方法で
あったことを考慮すると，クラウンにおいても書き込み
技術の向上が報告年代に影響する結果となった。陶材は
その性質上，現段階においてもステインあるいは蛍光検
査，成分分析による識別が妥当であると考えられる。一
方，金属冠では有床義歯と比較してとくに，熱量の集中
や表面性状の変化といった問題があるため書き込む情報
量が制限される。そこで我々はクラウンに対して，フェ
ムト秒レーザーを用いた金属冠への情報書き込み方法を
考案した（図２）24, 42）。この方法はフェムト秒レーザー
システムと共焦点光学系で構成される。フェムト秒レー
ザーは波長が800 nm，パルス幅が150 fsのパルスレー
ザーで，サンプルへのパルス照射は機械式シャッターに
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より制御され，対物レンズによりサンプル表面に集光さ
れる。自動ステージによりサンプルが移動することで２
次元パターンの加工が行われる。共焦点光学系は表面位
置の検出に用いられ，光検出器から得られる信号の強弱
から表面位置が検出される。このシステムにより，自由
曲面に微細刻印ができるため，将来的には金属冠に対す
る大量な情報をもつ QRコードの記入も期待できる。し
かし，レーザー装置が高価であることや金属表面の腐食
で刻印が不鮮明になるなどの問題があるため，金属表面
の処理などの改良が必要である。
　口腔インプラントによる個人認証システム，情報書き
込み方法に関して，すべてが2000年代での報告であり，
検索システムの紹介 26, 27）とシリアルナンバーを記入す
るシステムの開発 28）が報告されている。近年，インプ
ラント治療の有効性，信頼性に関しては多数報告されて
おり，欠損補綴の治療オプションの１つとして不可欠な
存在となっている。インプラント治療では，埋入後のメ
ンテナンスを継続することで初めて治療の成功が判断で
きるが，転勤やトラブルなどによりすべての患者が埋入
した歯科医院でメンテナンスを継続できるとは限らな
い。そういった場合，今回の検索で抽出されたような検
索システムが非常に重要となる。今後口腔インプラント
図１　歯科用蛍光レジンを用いた個人認証システムの概要（参考文献18から引用）
図２　フェムト秒レーザーを用いた個人認証システムの概要
（上段：システムの概略図，下段：クラウンに刻印した QRコード，参考文献24，41から引用）
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治療を受けた患者の増加や高齢化に伴い，口腔インプラ
ントによる個人識別のシステムの開発は重要であると考
えられる。
Ⅴ　結　　論
　補綴装置における個人認証システム，情報書き込み方
法に関する文献考察を行った。過去には有床義歯，クラ
ウン，口腔インプラントにおける個人認証システム，情
報書き込み方法が報告され，過去の報告数に関しては有
床義歯に関するものが最も多かった。しかし，報告され
ている方法で，効果を検証した質の高いものは認められ
なかった。また，現在までの欠点を補う新しい補綴装置
への情報書き込み方法の開発や，情報形式の統一の必要
性が示唆され，歯科用蛍光レジンを用いたシステムや
フェムト秒レーザーを用いた金属冠への情報書き込み方
法はこれまでの問題点を補う方法と考えられた。
　本研究の一部は第13回警察歯科医会（平成26年８月
23日，徳島）で発表した。
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